令和２年度　第２回子育て・療育支援ＰＪ会議議事録
	日　時
	令和２年11月９日（月）　14：00～15：30
	司会　事務局

	場　所
	厚木市保健福祉センター５階　視聴覚室
	書記　

障がい者基幹相談支援センター


	出席者
	児童相談所、厚木保健福祉事務所（保健福祉課）、座間養護学校、
厚木市児童発達支援・放課後等デイサービス事業所連絡会（あさひ学苑）、
なのはな、にじいろ、厚木市自閉症児者親の会、
クロスオーバー大和

福祉総務課（発達支援係）まめの木、障がい福祉課（障がい第二係）
教育委員会、健康づくり課

事務局
厚木市障がい者基幹相談支援センター、厚木市児童発達支援センター

障がい福祉課（障がい給付係）


内容

	１　開会
２　案件
（1） 地域課題の検証について
　　・障害児計画相談について（資料あり　ひよこ園より説明）
〇まめの木
　・現在の障害児相談支援事業所の確認をしたい。
　→ひよこ園、相談支援事業所ＳＫＹ、サポートセンターハーモニー、相談支援こあゆ、

　ケアーズ山藤、愛名やまゆり園、相談支援和

〇自閉症児・者親の会

　・保護者の多くは計画相談をお願いする意識がなく、また、計画相談自体の理解も低いように感じる。セルフプランの場合、子どもにとって必要な療育に繋がっているのか疑問に感じる。療育を必要としている子どもが必要な療育を受けられるよう、また、保護者の障がい理解の一助となるよう計画相談の利用が進むことを希望。その為、相談支援事業所が増えるよう取組をして欲しい。（例えば、児童サービス事業所は計画相談支援を義務化にする等。）
〇障がい福祉課

　・現在、ご家族へ受給者証の更新時、計画相談について説明し、相談支援事業所のご案内をしている。計画相談が進まない理由として、事務手続きの煩わしさが目立ち、利用することのメリットを感じられていないのではないか。
〇児童発達・放課後等デイサービス事業所連絡会（あさひ学苑）

　・相談支援事業所からの相談よりも直接保護者の方から、開所曜日や時間の相談が多く、療育の内容についての相談は少ない。放デイの利用目的が日中一時（保護者のレスパイトや日中の過ごし等）と同様な感覚で利用される方が多いように感じる。「土曜日、平日夕方の送迎を含めた預かりは可能か。」との声が多い。
〇ＮＰＯ法人厚木なのはな　なのはな

　・当事業所は相談支援専門員1名が兼務で配置され相談支援を行っている。件数が増やしていけないのが現状だが、放課後等デイサービス事業所として、相談支援事業からの情報も入り、力がつけられる機会になっている。また、令和3年4月より成人の相談支援も開始することとなり、障がい者支援も出来ることとなり更に力をつけられる機会になると感じている。今後は事業を進めるにあたり、人材確保をしていきたいと考えている。
〇教育委員会
　・保護者の方々からは障害児計画相談についてなかなか耳に入ってこない。
学校での困り感が教員へ相談に入ってくるが、学校側として、障害児計画相談があることや相談に関して担当者がいるということがわからず、繋がっていない。
〇児童発達・放課後等デイサービス事業所連絡会（あさひ学苑）
　・厚木市として、セルフ率を減らしていく方針か。

→厚木市としては減らしていく方向で進んでいるが、相談支援事業所（相談支援専門員）の確保と計画相談の普及のバランスを取りつつセルフ率を減らしていく方針で進んでいる状況。
〇児童発達・放課後等デイサービス事業所連絡会（あさひ学苑）
・相談支援事業所ＳＫＹの現状は計画相談の契約者数が伸びない。相談支援事業所の立ち上げを考える際、件数が伸びないことでは実際に相談支援の参入に繋がらないのではないか。放課後等デイサービス事業所も相談支援を行いたいが、採算がとれるかわからないと心配の声もある。
→少しずつだが、事業所が増えているにも関わらず、計画相談の利用が増えていない課題があることが分かった。連携するには相談支援が重要と感じている為、今回いただいた意見をもとに現状の課題を解決できる方法があるか、プロジェクトに結び付け考えていきたい。
　　・医療的ケア児等の支援について（資料あり　障がい福祉課より説明）
　コーディネーターの配置について、国の基準は市町村に１名の配置としているが、厚木市としては人の配置ではなく、全ての機関（医療的ケアの必要なある人の相談先）が、教育、福祉、医療の立場で知識を共有し、コーディネート機能を有する支援体制の構築を目指していく。

資料のとおり、医療福祉教育、ライフステージが変われば関係機関が変わっていく。厚木市としては皆で知識を共有し、支援を繋げていく体制を築いていく。
〇厚木保健福祉事務所
・医療的ケア児の通学支援に課題を感じている。医療的ケア児がスクールバスに乗れず、保護者が通学支援をしている、運転もしつつ、医療的ケアもしつつ負担感が大きい。通学支援のサービスが充実できたらと思う。
　　子どものライフステージが変わるということは家族の形態も変わる。主たる介護者、特に母は多岐にわたり（他兄弟、祖父母等）支援を考えることが多い。相談支援がつくことで、母の気持ちを聞く機会があることやわからないことがあれば聞け、教えてもらえるというメリットがあると思う。
〇座間養護学校

　・通学支援について、学校側もスクールバスについて考えていかなければいけないと感じている。半面、障がいのサービス等柔軟に利用できるサービスがあるといい。
〇にじいろ

　・医療的ケア＋重心認定ありのケースが利用しており、比較的、計画相談を利用されているケースが多い。病院から直接サービスの利用に繋がるケースが中にはおり、その際は、基幹へ相談する等、必要な支援機関へ繋げられるよう動いている。
　・各相談支援事業所が必要な情報共有し、適切な支援機関に繋げられる仕組みはどうか。一人の相談員だけでなく、全体で支えられる仕組みが出来たらと思う。
〇健康づくり課
　・就学相談利用前の年齢の子に関わっている。出生時500ｇ以下の子が多くなっているなという印象である。医療的ケアが必要な子が多く地域へ退院しているのも現状。保護者（特に母）は漠然とした不安を強く感じている。

・訪看等の利用をしているケースは保護者が話を聞いてもらえる貴重な場となっているようだ。当課が就学前までの支援となっているので、ライフステージの変化が大きい児童にとって、次にバトンを渡せる機関（計画相談）が利用できると当課としても安心する。
・就学前、集団生活を通して生活スキルを身につけられるよう希望する保護者が多いが、医療的ケア児の受けられるサービスの利用（保育園含む）が難しい現状がある。
〇児童相談所

　・医療的ケア児が利用できる医療型の入所施設、保育所、在宅を支えるサービス等、低年齢児含めて資源がない。また、利用は出来る事業所があるものの、送迎が課題で利用が難しくなるケースもある。
〇障がい福祉課より（資料紹介）　

　・『おうちに帰ったら～在宅で医療的ケアが必要なお子さんの保健・福祉ガイドブック～』
　を関係する医療機関等へ配布している。内容、周知含め、啓発をこれからも進めていく。

（2） その他
〇発達障害者地域支援マネージャー
　・困ったときに支えられた経験があるから相談ができる。相談に対して、「難しい」というのではなく、一緒に育ちを考えてくれる場所や人が必要。
・成人を迎えようとする保護者の方からの相談を最近、多く受ける。低年齢の頃から相談ができる場所や人があったら良かったのにと思うケースも多い。社会資源があるなし、仕組みに関わらず、それでも一緒に考えようと言い続けることが大切で、多くの支援者がそうであって欲しい
３　閉会

次回、開催予定　令和3年2月15日（月）14時から　
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